
建設業の

今がわかる

月14日、新庄神室産業高等学校を会

場に、新庄・最上ジモト大学「ふる

さとをまもり未来をつくる土木技術者のは

なし」を開催し、高校生28名（神室産業高

校２年生11名、新庄東高校１年生､２年生

17名）が参加しました。

第１部のパネルディスカッションでは、

最上管内の建設会社で働く若手技術者５名

がパネリストとして参加し､「高校生に伝え

たい私の仕事の魅力とそれにまつわる物語」

をお話いただきました。

第２部の意見交換会では、パネリストに加え、現役の若手技術者の方より普段聞けないような貴重な

話を聞くことができました。

意見交換の前には、アイスブレイクを目的に、生徒と大人の混合チームで輪ゴムと紐を使った「人間

クレーン競争」を行いました。これによりお互いの緊張がとけ、活発な意見交換ができました。

サイトにアクセスすると最上地域の
企業やイベント情報等が確認できます

発行日：令和８年１０月

【問い合わせ先】

山形県最上総合支庁 建設総務課

 0233-29-1391

ymogamikensetsu@pref.yamagata.jp

「もがみ仕事の魅力通信」とは、最上総合支庁と企業等が連携して行う最上地域の人材育成・地元定着に向けた取組みをお知らせする通信です。
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MCGATAどBANKINGとのコラボ
山形県建設業協会最上支部
『DOBOKUのススメ』をぜひ
ご覧ください！
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●建設業界をイメージできなかったが、今日の話を聞いて少し興味

を持った。

●給料や休日など、普段知ることができない内容について詳しく知

ることができた。

●YouTubeなどで調べたりしていたが、実際に働いている人からも

同じような話が聞けたので、改めて魅力を感じた。

●休みや労働環境が充実していること、男女関係なく働きやすい環

境であることがわかった。

●進学することのメリット、就職することのメリット、今の建設業

界の細かいことについて学ぶことができた。

●土木業界の楽しさや、地元就職のメリット

などを学ぶことができた。

●仕事の内容や人との関わり、会社内の

楽しさを知ることができた。

遠田真凛氏（㈱柿﨑工務所土木課）

真室川町出身 主な仕事：土木施工管理

高橋結花氏（沼田建設㈱建築部建築一課）

金山町出身 主な仕事：建築施工管理、BIMモデル作成

柴田彩花氏（永井建設㈱ DX推進課）

新庄市出身 主な仕事：デジタル活用、現場書類作成など

菅一生氏（山田建設㈱工事グループ）

最上町出身 主な仕事：土木施工管理、広報

■ご協力いただいたパネリストの皆さん■

～ありがとうございました！～

先輩からメッセージ＞＞

■今の建設業は、好きなことに十分な時間とお金を費

やすことができる環境にあります。

■日々の業務にチームプレーで向き合う魅力を感じて

ほしい。

■土木の知識がなくても教えてくれるので、すぐに仕

事が覚えられます！やりがいを感じる仕事です。

■食の美味しいジモトで働く喜びがある。

■女性でも働ける環境です。

■自分が関わった道路や橋が地図に残り、たくさんの

人に使われます。責任は大きいですが、

完成した時の達成感も大きいです。

意見交換会の様子

パネルディスカッションの様子

「人間クレーン競争」の様子

佐藤春香氏（永井建設㈱ DX推進課）

戸沢村出身 主な仕事：デジタル活用、現場書類作成など
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＜＜ 高校生に聞いてみました！ ＞＞
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